
佐
藤
　
滉
大（
鷹
巣
東
小
２
年
）

笹
原
　
萌
音（
鷹
巣
中
央
小
２
年
）

成
田
　
彩
希（
鷹
巣
南
小
２
年
）

三
浦
　
一
誠（
合
川
南
小
２
年
）

伊
東
　
穂
華（
合
川
南
小
２
年
）

鍋
倉
　
　
礼（
鷹
巣
東
小
３
年
）

佐
藤
麟
太
郎（
鷹
巣
南
小
３
年
）

布
田
　
茉
穂（
鷹
巣
南
小
３
年
）

小
森
　
聖
人（
鷹
巣
東
小
４
年
）

畠
山
　
颯
太（
鷹
巣
東
小
４
年
）

武
石
　
英
樹（
合
川
北
小
４
年
）

米
澤
　
鷹
大（
綴
子
小
５
年
）

山
田
謙
二
朗（
鷹
巣
南
小
５
年
）

木
村
賢
太
郎（
合
川
北
小
５
年
）

木
下
　
　
楓（
鷹
巣
小
６
年
）

高
橋
　
祐
喜（
綴
子
小
６
年
）

村
上
　
海
都（
鷹
巣
東
小
１
年
）

藤
岡
　
興
生（
合
川
西
小
１
年
）

米
村
　
彩
羽（
綴
子
小
２
年
）

岩
本
真
菜
香（
鷹
巣
南
小
３
年
）

柴
田
　
陽
向（
米
内
沢
小
４
年
）

斉
藤
　
大
輝（
鷹
巣
中
央
小
５
年
）

日
下
部
千
華（
鷹
巣
東
小
６
年
）

佐
藤
　
宏
樹（
綴
子
小
６
年
）
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発
明
工
夫
展
は
、
児
童
生
徒
の
科
学
や
造
型
技

術
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
創
意
と
工
夫
の
芽
を

育
て
る
た
め
、
市
内
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
夏
休
み
に
製
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
、

便
利
な
作
品
を
募
集
し
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
、
過
去
最
多
の
82
点
の
応
募
が
あ
り
、
29
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
工
藤
正
則
教
育
次
長
は
「
今
回
７
回

目
と
な
る
こ
の
発
明
工
夫
展
は
旧
鷹
巣
町
か
ら
通

算
す
る
と
31
回
目
。
新
し
い
方
法
、
ア
イ
デ
ア
は

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

発
見
す
る
こ
と
に
楽
し
さ
、
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
。
発
明
工
夫
に
は
、
普
段
か
ら
観
察
す
る
こ
と
、

色
々
と
体
験
し
て
み
る
こ
と
、
体
験
者
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
発

見
が
発
明
に
つ
な
が
る
。
ま
た
来
年
も
皆
さ
ん
と

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
市
長
賞
、
教
育
委
員
長
賞
、
議
長
賞
、

教
育
長
賞
、
審
査
委
員
長
賞
、
金
賞
、
銀
賞
の
入
賞

者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
わ
た
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
寺
田
博
明
審
査
委
員
長
（
合
川
南
小
学

校
長
）は
「
審
査
員
５
人
が
、
実
際
に
手
に
触
れ
て
動

か
し
て
み
た
り
、
音
を
確
か
め
た
り
な
ど
し
な
が
ら

審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
夫

が
見
ら
れ
る
か
、
子
ど
も
ら
し
い
発
想
や
想
い
が
感

じ
ら
れ
る
か
を
重
視
し
て
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
球
に
優
し
い
エ
コ

を
考
え
た
作
品
や
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ

た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
工
夫
で
き
る
材
料
や
ネ
タ
を
探

し
、『
も
う
一
工
夫
』『
も
っ
と
便
利
に
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
来
年
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。

●
地
球
に
優
し
い
エ
コ
を
考
え
た
作
品
が
多
数

●
「
発
見
に
楽
し
さ
と
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

　
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
が
９
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
過
去
最
多
の
82
点
の
応
募
が
あ
り
、
展
示
会
場
に
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
意
識
し
た
作
品
や
創
意
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
11
日
に
は
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〜
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
〜

新
し
い
発
明
で
生
活
を
便
利
に

新
し
い
発
明
で
生
活
を
便
利
に

△ 石上　十大さん

△ 成田　智哉さん

△ 吉田　夕輝さん

金
　
賞
（
８
点
）

銀
　
賞
（
18
点
）

　  

か
い
と

　  

と
も
き

　  

あ
や
は

ま
　
な
　
か

　  

ひ
な
た

　  

だ
い
き

　  

ち
　

か

　  

ひ
ろ
き

　  

こ
う
だ
い

　  

も
　

ね

　  

さ
　

き

　  

い
っ
せ
い

　  

ほ
の
か

　
　
　
あ
や

り
ん
た
ろ
う

　  

ま
　

お

　  

ま
さ
と

　  

そ
う
た

　  

ひ
で
き

　  

た
か
ひ
ろ

け
ん
じ
ろ
う

け
ん
た
ろ
う

　
　
　
か
え
で

　  

ゆ
う
き

　５年生で使った理科教材セットを捨てずに再利用し、ガー

デンソーラーライトのソーラーパネルとドッキングさせ、扇

風機として生まれ変わったエコとリサイクルを考えた作品で

す。大きな羽はクリアファイルを使い、軽さと丈夫さが考え

られています。５枚の羽を２組取り付けたことで、風を強め、

バランスをとる工夫がされています。作りがていねいでしっ

かりとした仕上がりの作品に仕上がっています。

作品名：「太陽電池せん風機」

作　者：石上　十大（合川南小学校６年）
じゅうだい

作品名：「にじ色すべり台」

作　者：松尾　知笑（鷹巣東小学校４年）
ちえみ

作品名：「れんぞくてっぽう」

作　者：吉田　夕輝（米内沢小学校１年）
ゆうき

作品名：「めいろゲーム」 

作　者：成田　智哉（鷹巣東小学校１年）
ともや

入賞者の紹介　審査員の講評入賞者の紹介と審査員の講評

　コツをうまくつかんでビー玉

を置くことで、途中で落ちずに

最後までころがり、シロフォン

の音が鳴って成功したときの喜

びを感じられる作品です。何度

か挑戦しないとシロフォンまで

たどりつけません。ゴールを知

らせる音が聞きたくて、ついま

たやりたくなります。

　操作部分が大変よく作られており、根気よく遊

べるゲームになっています。スムーズな操作がで

きるように、発泡スチロールを上手に使い、軽く

する工夫がなされ

ています。バラエ

ティにとんだロン

グコースの迷路な

ので、何度も挑戦

したくなります。

　簡単に玉が発射でき、しかも６連発というとこ

ろが審査員に好評でした。輪ゴムを上手に使い、

玉を飛び出す力にうまく伝わるように工夫されて

います。握る部分

に丈夫なラップの

芯を使ってあるの

もいいアイデアで

す。

広報きたあきた　２３．１０．１ 広報きたあきた　２３．１０．１

作品名：「いねむりふくろう」

作　者：畠山　和奈（鷹巣小学校５年）
かずな

　身近で少ない材料をうまく組み合わせ、いねむ

りの様子をうまく表現できています。ペットボト

ルの口がゆっくりと平らな部分にふれるように、

針金と電池で絶妙

のバランスがとら

れており、審査員

がその動きに関心

しました。

市　長　賞

教育委員長賞

教 育 長 賞 審査委員長賞

議　長　賞


